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有珠山の噴火シナリオの作成
Eruption scenario of Usu volcano, Japan
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平成 25年度まで実施中の地震及び火山噴火予知のための観測研究計画においては，社会への研究のアウトプットとし
て噴火シナリオの試作成を位置づけ，噴火中の火山の予測に試行してきた。これまで三宅島，桜島，新燃岳について噴
火シナリオを試作し，桜島，新燃岳については，その活動推移予測に使用を試みた。平成 24年度は有珠山について噴火
シナリオを試作した。これまでの噴火履歴，岩石学的解析，古文書による噴火履歴解読，過去４回の地球物理観測とそ
の解析などの研究成果に基づいた。
　有珠山は 7?８千年前の山体崩壊の後に，1663年から噴火活動を再開した。それ以降，山頂で５回，山腹で３回の噴

火をした。前者はプリニー式噴火に始まり，後者は水蒸気からマグマ水蒸気爆発で開始した。これらの噴火は古文書に
記録されており，20世紀以降は地球物理学的な観測がなされている。噴火は統計上 30+/-４年おきに噴火している。小規
模である山腹噴火を除いて，噴火の規模とその頻度には対数座標で良い逆相関がある。地震の前兆現象は噴火場所に限
らず噴火前の数日間であることが多い。山頂噴火は地震活動が加速して起こり，山腹噴火は地震活動のポークを過ぎて
から起こるという特徴がある。噴火場所に限らず，1663年を除いて，噴火はいつも溶岩ドームか潜在ドームを作って終
わっている。山腹噴火を除いて，噴出量と噴火の継続時間には負の相関がある。噴火毎の噴出量は時間とともに減少し
て来ており，マグマの組成はより未分化になってきている（SiO2で 1663年の 75%から 2000年の 69%）。深部の苦鉄質
マグマが浅所の成層マグマ溜まりに注入するというマグマ供給の３サイクルがこれまでにあったと提案されている。
　今後，山体崩壊が起こる確率は約 1%であり，山頂噴火と山腹噴火の確率はそれぞれ 30と 50%である。山頂噴火は

約 70%の確率でプリニー式噴火で始まり，山腹噴火は 70%の確率で水蒸気爆発で始まる。しかし，これは主に最近 300
年間のデータによっているため，単なる目安でしかないかもしれない。三宅島では約 3000年ぶりの山頂陥没噴火，普賢
岳では約 5000年ぶりの火砕流噴火が起きている。過去２回の噴火では山の北斜面の崩壊を暗示する断層系が動いている
が観測された。過去の噴火記録だけには頼らない新しい噴火シナリオの準備が必要であろう。
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